






























































































































































の 小 売 店 を 開 業 し た Ａ ＆ Ｐ（The Great 


































































































































































































































マ ル チ プ ル ズ の 場 合、 複 数 の 研 究 者

























































































































1970 年の 20％から 1981 年には 24％にまでゆ
るやかに上昇したが、その後 90 年代にかけて










上高シェアは、1990 年の約 35％から 2000 年に



























































Good for You! Simple Truth ヘルシーアイ 昔の大地




Italiano Big K 共環宣伝 顔が見える食品 適量適価
Simple 他 レディシール 自然のあしあと


























































































29 兆 6990 億円の 6％程度に相当すると推計さ









































2011 年推計値）は、欧州主要国 20 ヵ国でスイ


































ことを指摘している（Mayer, Mason, and Orbeck, 
1970 ; Quelch and Harding, 1996；Kumar and 
Steenkamp, 2007）。
日本で同一基準のデータは見当たらないが、
2011 年度大手小売業 6 社と共同仕入れ機構 4
社の合計ＰＢ売上高（一部住居・家庭用品を含





































次いで、1972 年 3 月、ダイエーは物価値上
がり阻止運動を開始し、醤油、牛乳、洗剤等生
活必需品 33 種類 306 品目の 1 年間価格凍結宣
言を行った。この動きは同業他社の追随すると
ころとなり、73 年のモノ不足騒動を経て、75
年 5 月まで 3 年余継続された。73 ～ 74 年当時




































































































1982 年 2 月期、約１万品目のＰＢ商品を扱い、
売上高に占めるＰＢ比率は 20.7％だったが、2




























カーや競合他社の対応が進んだ。1995 年 2 月
23 日付全国紙朝刊で、ダイエーは「お願い！
　買ってください」という大見出しとともに、













































な商品で、ＮＢ商品より 30 ～ 50％割安で、そ
れぞれ初年度から 10 億円以上の売上高を記録
した（岩淵、1994）。
















































































































セブン－イレブン・ジャパンは 2001 年 2 月
期、8153 店舗でチェーン全店売上高 2 兆 466
億円に達し、ダイエーを追い抜き、小売業売上
高日本一になった。直近の 2011 年度で、店舗
数は 1 万 4005 店舗まで伸び、同売上高は 3 兆
2850 億円を記録し、そのうち食品の売上高は
















































表 3　主要 10 社・グループのＰＢ商品の概要
会社名 ブランド名 売上高（億円） 品目数 販売先企業
イオン トップバリュ 5273 6000 イオングループ、ダイエー、マルエツ、カスミ、
いなげや等
セブン＆アイ　Ｈ セブンプレミアム 4200 1500 セブン‐イレブン、イトーヨーカ堂、ベニマル
西武百貨店等
日本生活協同組合 ＣＯ・ＯＰ 4100 3600 コープとうきょう、コープこうべ等
シジシージャパン ＣＧＣ 2789 1200 三徳、アークス、原信、フレッセイ等
共同仕入れ機構メンバー
ローソン ローソンセレクト 1000 1500 ローソン
ユニー スタイルワン 867 9200 ユニー、サークルＫサンクス、イズミヤ、フジ
ニチリウ くらしモア 531 5800 イズミ、平和堂、ライフ、オークワ等共同仕入
れ機構メンバー
八社会 Ｖマーク 507 2000 東急ストア、京王ストア、京成ストア、
バリュープライス 東武ストア等私鉄系スーパー
ダイエー おいしくたべたい！ 440 3900 ダイエー
コプロ 生活良好 334 560 関西スーパー、サミット等オール日本スーパー
マーケット協会メンバー
注： ① 2011 年度の数字、ただし共同仕入れ機構の売上高は卸金額ベース。②ダイエーの数字には他のＰＢ商品
を含む。
出所：『週刊東洋経済』2012 年 12 月 22 日号。
経営志林　第50巻1号　2013年4月　　29
上高は 2011 年度約 5300 品目、5300 億円まで
拡大した。












おり、売上高は初年度の 2007 年度約 380 品目
で 800 億円から 2008 年度には約 600 品目、





含む）は、2008 年度の 8000 億円から 2010 年度








が増大した（Connor and Peterson, 1992; 
Quelch and Harding, 1996; 矢作，2000；
Kumar and Steenkamp, 2007）、
（２）景気の低迷：経済成長が低迷し、消費者
の低価格指向が強まった（Hoch, 1996; 




テ ィ 化 が 進 ん で い る 分 野 が あ る（ 




























































































a; Laaksonen, 1994; Fearne and 





































































































トアを比較すれば、前者が 1 万～ 1 万 5000 品
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